合掌　チョット前までは暑い暑いと思っておりましたのに、栗の季節も終わりますとさすがに朝夕の冷えが感じられてきます。

　お守りの会員の皆さんは如何居られましたか、お伺い致します。

　扨、いつものように十一月のお守りをお送りいたしました、お受け取りいただき間違いが無いかお調べ下さい。間違っていましたら直ぐにご面倒でもお知らせ下さい。
　　　　釈迦佛と法華経の

文字はかわれども

　　　　　　　心はひとつ
　今月の日蓮上人さまのお言葉はご信者の四条金吾さまに宛てたお手紙の一節です。四条金吾さまは日蓮聖人さまが鎌倉の町の辻でご説法なされたとき以来お亡くなりになるまでご信者というよりも日蓮上人さまの主治医としてお仕えなされた尊いお方です。お釈迦さまと法華経の違いは字が違うだけで、法華経といえばお釈迦さまであり、お釈迦さまといえば法華経なんですよ。
　法華経というお経はお釈迦さまのお言葉集です。われわれが法華経をお唱えさせていただくときは、お釈迦さまの代理となって、というよりもお釈迦さまその者に成りきらねばなりません。お経をお唱えさせていただいている間、私たちはお釈迦さまそのものなのです。ありがたいというよりも恐れ多いとは思いませんか。ですから法華経の読誦には大きな功徳がいただけるのです。
　では又来月です･････　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
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涌泉寺お守りの会代表山口妙殊

涌泉寺お守りの会会員各位
